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主
は
偕と

も

に
あ
り
　
田
中
遵じ

ゅ
ん

聖せ

い

説
教
集

田
中
遵
聖
［
著
］
／
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藏
美
子
［
解
説
］�
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「
十
字
架
は
奪
っ
て
く
る
」
―
―
。

直
木
賞
作
家
・
田
中
小
実
昌
の
父
に
し
て
、
独
立
教
会
「
ア
サ
会
」
の

牧
師
で
あ
っ
た
田
中
遵
聖
。
長
ら
く
眠
っ
て
い
た
そ
の
礼
拝
説
教
集
を

こ
こ
に
完
全
復
刊
。
小
説
『
ア
メ
ン
父
』『
ポ
ロ
ポ
ロ
』
な
ど
を
つ
う
じ

て
断
片
的
に
知
ら
れ
る
の
み
だ
っ
た
自
由
で
無
類
な
信
仰
が
、「
受
け
」

「
奪
い
」「
直
接
す
る
」
な
ど
独
自
の
表
現
と
と
も
に
蘇
る
。
あ
ら
た
に

写
真
家
・
神
藏
美
子
に
よ
る
解
説
を
収
録
す
る
ほ
か
、
若
い
小
実
昌
と

遵
聖
の
姿
な
ど
、
カ
ラ
ー
口
絵
4
頁
を
付
す
。

【
主
な
目
次
】

解
説
「
聖
コ
ミ
マ
サ
」
が
書
き
記
し
た
「
ア

メ
ン
父
」　
神
藏
美
子

本
編

聖
霊
は
証
明
し
ま
た
通
達
す
る
／
白
い
衣

を
着
た
人
々
／
イ
エ
ス
様
捕
わ
れ
の
夜
、

十
字
架
迄
の
主
／
先
な
る
者
と
後
な
る
者

／
復
活
に
つ
き
／
ゲ
ラ
セ
ネ
の
悪
鬼
に
憑

か
れ
し
者
　
癒
し
／
出
エ
ジ
プ
ト
と
ア
サ

／
十
字
架
と
ア
サ
／
エ
マ
オ
の
二
弟
子
と

二
つ
の
ウ
ケ
感
じ
／
ト
マ
ス
と
ウ
ケ
／
ア

サ
と
直
接
性
／
神
の
直
接
性
に
つ
い
て
／

イ
エ
ス
様
直
接
／
場
の
取
替
と
奪
い

�

な
ど
説
教
28
編

ほ
か
田
中
遵
聖
小
伝
、
説
教
題
目
な
ど

田中遵聖（たなか・じゅんせい）
本名・田中種助。1885 年、静岡県生
まれ。留学先の米国ワシントン州シ
アトルにてキリスト教と出会い、久
布白直勝から受洗。帰国後、1916 年
に東京学院（現、関東学院）神学部
に入学し、牧師となる。1928 年に福
岡・八幡山中で「アサ会」を立ち上
げたのち、呉にて伝道活動に従事す
る。1958 年死去。
神藏美子（かみくら・よしこ）
写真家。著書に『たまゆら』（マガ
ジンハウス、1998 年）『たまもの』
（筑摩書房、2002［2018］）、『たまき
はる』（リトルモア、2015）などが
ある。



話題の新刊から

忽ち重版！
夜と霧の明け渡る日に
未発表書簡、草稿、講演� ◆四六判・本体 2400 円

ヴィクトール・フランクル／赤坂桃子訳
強制収容所からの解放と帰郷という、フランクルの人生において最も
重要な時期の伝記的な事実と、当時の中心思想の一端を、未公開書簡
と文書を用いて再構成する。名著『夜と霧』誕生の背後にあった個人史と時代史の二つの
文脈が、初めて明確に交差する。編者は、膨大なフランクル文献に最も詳しい、ウィー
ンのヴィクトール・フランクル研究所所長アレクサンダー・バティアーニ博士。

● 6 月刊行

改革者の肉声が聞こえる！
アモス書講義
ジャン・カルヴァン／関川泰寛監修／堀江知己訳
� ◆Ａ 5判・本体 5000 円

ライブ感溢れる講義の様子。1559 年に創設されたジュネーヴ大学で、
カルヴァンが週 3日、隔週で行った講義の記録。ヘブライ語原典を自らラテン語に訳し、
逐条的に入念なパラフレーズを行うスタイル。注解書とは趣を異にするライブ感溢れた
カルヴァンの講義の様子を活き活きと伝える。改革者は預言者をどう読んだのか――。

● 8 月刊行

　ラップ・
ミュージックと
　　キリスト教

ヒップホップ・
レザレクション
山下壮起（阿倍野教会牧師）� ◆ A5 変型判・本体 3200 円

ヒップホップはなぜ繰り返し神や十字架を歌うのか。アフリカ系ア
メリカ人の宗教史を背景にラッパーたちの歌詞を聴き、その深い宗
教性を浮かび上がらせた、気鋭の神学者による注目作。

● 7 月刊行



11 月以降の出版予定から

● 9 月に出た本と雑誌

組
織
神
学 

第
一
巻

Ｗ
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
著
／
佐
々
木
勝
彦
訳

モ
ル
ト
マ
ン
と
共
に
バ
ル
ト
後
の
神

学
界
を
主
導
し
た
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
。
そ

の
主
著『
組
織
神
学
』
全
三
巻
は
長
ら

く
邦
訳
が
待
た
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に

つ
い
に
刊
行
開
始
。
キ
リ
ス
ト
教
の
真

理
要
求
を
保
持
し
つ
つ
、
歴
史
的
省
察

と
体
系
的
省
察
と
を
絶
え
ず
結
合
し
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
批

判
的
・
方
法
的
意
識
に
貫
か
れ
た
叙
述
。
第
一
巻
で
は
組
織

神
学
の
本
質
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
性
の
意
味
、
そ
し
て
神

論
を
扱
う
。�

◆
Ａ
5
判
・
本
体
９
０
０
０
円

【
重
版
出
来
】

イ
エ
ス
の
譬
え
話
１
　
第
5
刷
！

ガ
リ
ラ
ヤ
民
衆
が
聞
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
探
る

山
口
里
子
著�

◆
Ａ
5
判
・
本
体
２
０
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
４
７
円

10
月
号
　
朝
鮮
半
島
と
日
本
の
あ
い
だ

寄
稿
者
：
倉
橋
耕
平
、
菊
地
夏
野
、
長
尾
有
起
、
金
村
詩
恩
／
菊
地
純

子
／
土
井
健
司
、
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ヤ
ン
、
山
口
政
隆
、
松
本
あ
ず
さ
、

町
田
康
、
石
井
光
太
、
内
田
樹
、
辻
学
、
長
谷
川
修
一
、
佐
藤
優

在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
編

未
完
の
独
立
宣
言
　

2
・
8
朝
鮮
独
立
宣
言
か
ら
１
０
０
年

「
2
・
8
独
立
宣
言
」
が
東
京
朝
鮮
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
発
せ
ら
れ
、
3
・
1
独
立
運
動
の
導

火
線
と
な
っ
て
か
ら
今
年
が
１
０
０
年
。
こ
の
宣
言
の
歴
史
的
意
義
や
キ
リ
ス
ト
教
と
の

関
係
、
ま
た
日
韓
の
市
民
た
ち
が
今
後
そ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、
多
く

の
論
者
が
多
面
的
に
考
究
す
る
。�

◆
四
六
判
・
予
価
２
５
０
０
円

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ァ
ノ
ー
著
／
東
方
敬
信
・
田
上
雅
徳
訳

政
治
神
学
の
想
像
力
［
仮
題
］

国
家
・
市
民
社
会
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョン
を
支
配
す
る
規
律
化
さ
れ
た
想
像
力
を

剔
抉
し
、
も
う
一つ
の
想
像
力
を
キ
リ
ス
ト
教
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
回
復
し
よ
う
と
す
る

試
み
。
現
代
世
界
を
席
巻
す
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
キ
リ
ス
ト
教
は
い
か
に
対
抗
す

る
の
か
。
そ
の
可
能
性
を
探
る
新
た
な
政
治
神
学
。�

◆
四
六
判
・
予
価
２
５
０
０
円

佐
竹
明
著

第
二
コ
リ
ン
ト
書 

10
―
13
章

２
０
１
７
年
に
刊
行
さ
れ
た
8
章
―
9
章
に
続
く
待
望
の
続
刊
。
世
界
最
高
水
準
の

歴
史
的
・
批
判
的
注
解
。【
現
代
新
約
注
解
全
書
】�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
９
９
０
０
円



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０19年

11

【
好
評
連
載
よ
り
】

◆
教
父
学
入
門 

3�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
土
井
健
司

◆
バ
ビ
ロ
ン
の
路
上
で 

8�

…
…
…
…
…
…
マ
ニュエ
ル
・
ヤ
ン

◆
神
の
酒 

7�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
井
光
太

◆
新
約
釈
義　

テ
ト
ス
書 

8�

…
…
…
…
…
…
辻　
　

学

◆
福
音
書
記
者
た
ち
の
饗
宴 

11�

…
…
…
…
松
本
あ
ず
さ

◆
遺
跡
が
語
る
聖
書
の
世
界 

11�

…
…
…
…
長
谷
川
修
一

◆
私
は
ロ
ッ
ク
が
わ
か
ら
な
い 

14�

…
…
…
…
山
口
政
隆

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

55�

…
…
…
…
…
内 

田 

樹

「
象
徴
」
の
政
治
、
外
へ
の
祈
り

　
―
―
天
皇
制
か
ら
離
脱
す
る
た
め
に�　
　
　
　
　 

守
中
高
明

天
皇
制
論
の
罠�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

小
泉
義
之

天
皇
制
と
男
女
平
等

　
―
―
私
た
ち
自
身
の
将
来
の
た
め
に�

　
　
　
　
　 

牟
田
和
恵

天
皇
制
を
語
れ
、
だ
が
そ
の
ま
っ
た
き
無
根
拠
性
に

お
い
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

綿
野
恵
太

植
民
地
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
群
像

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

太
田
昌
囯

虹
作
戦
の
喪
失
と
回
復�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

友
常
勉

【
編
集
部
】
拒
否
を
宣
言
す
る

　
　
　
　
―
―
天
皇
制
に
抗
う
キ
リ
ス
ト
教
界
の
声

●
小
説
家
・
田
中
小
実
昌
の
父
に
し
て
、
独
立

教
会
ア
サ
会
の
牧
師
だ
っ
た
田
中
遵
聖
の
説
教

集
『
主
は
偕
に
あ
り
』
を
は
じ
め
て
手
に
取
っ

た
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
か
、
よ
く
思
い
出

せ
ま
せ
ん
。
た
し
か
な
の
は
、
写
真
家
の
神

藏
美
子
さ
ん
か
ら
こ
の
本
を
手
渡
さ
れ
た
こ
と
、

そ
の
後
田
中
家
の
方
々
に
も
導
か
れ
る
よ
う
に

し
て
出
会
い
、
広
島
・
呉
に
あ
る
ア
サ
会
の
会

堂
跡
を
共
に
訪
ね
る
機
会
に
ま
で
恵
ま
れ
た
こ

と
、
そ
う
し
た
出
来
事
の
す
べ
て
が
連
な
っ
て

こ
の
一
〇
月
の
『
主
は
偕
に
あ
り
』
復
刊
が
成

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
内
容
に
は
手
を
い
れ

な
い
と
い
う
約
束
を
ご
家
族
と
し
て
い
る
た
め
、

編
集
作
業
は
あ
る
意
味
で
は
簡
易
な
の
で
す
が
、

入
稿
を
控
え
て
言
い
よ
う
の
な
い
緊
張
感
を
覚

え
て
い
ま
す
。
記
録
に
よ
れ
ば
ア
サ
会
は
滝
沢

克
己
と
の
交
流
や
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
の
紹
介
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教

史
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
た

し
か
で
す
。
そ
の
う
え
で
今
回
は
、
神
藏
さ
ん

に
エ
ッ
セ
イ
調
の
解
説
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

神
藏
さ
ん
は
、
も
と
も
と
私
家
版
だ
っ
た
『
主

は
偕
に
あ
り
』
を
、
イ
エ
ス
を
追
い
か
け
る
自

ら
の
旅
の
手
が
か
り
と
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
歩
み
を
う
け
て
読
者
が
触
発
さ
れ
、
あ
ら

た
な
出
来
事
が
は
じ
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
一
度

で
も
あ
れ
ば
復
刊
の
意
義
は
あ
る
で
し
ょ
う
し
、

こ
の
本
に
は
そ
れ
だ
け
の
力
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
と
わ
た
し
は
確
信
し
て
い
ま
す
。（
堀
）

●
小
社
は
一
九
四
四
年
一
〇
月
五
日
に
創
立
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
同
日
、
創
業
七
五
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

読
者
、
著
訳
者
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
書
の
流
通

販
売
に
携
わ
る
業
界
の
同
志
た
ち
の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
の
歴
史
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、

欠
け
多
き
者
た
ち
に
よ
る
小
さ
な
会
社
を
用
い

て
棄
て
給
わ
な
か
っ
た
主
の
憐
れ
み
に
ひ
た
す

ら
感
謝
で
す
。
創
業
者
の
志
は
文
書
に
よ
る
キ

リ
ス
ト
教
伝
道
で
し
た
。
今
後
も
そ
の
志
を
堅

持
し
つ
つ
、
新
た
な
歴
史
的
状
況
の
中
で
「
キ

リ
ス
ト
教
」
と
「
伝
道
」
の
意
味
を
よ
り
広
く

深
く
展
開
し
、
真
実
の
「
道
」
を
求
め
る
こ
の

国
の
読
者
の
要
望
に
応
え
う
る
本
を
出
し
続
け

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
一
〇
月
一
日
よ
り
消
費
税
率
が
二
パ
ー
セ
ン

ト
引
き
上
げ
ら
れ
て
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。『
福
音
と
世
界
』
の
本
体
価
格
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
税
込
定
価
は
六
四
七
円
と
な

り
ま
す
。
な
お
来
年
二
〇
二
〇
年
五
月
号
よ
り

本
体
価
格
を
二
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
て
六
〇

〇
円
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
税
込
定
価
は

六
六
〇
円
と
な
り
ま
す
。
読
者
の
皆
様
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
、
心
苦
し
い
次
第
で
す
が
、
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
小
林
）

特
集
： 

天
皇
制
を
拒
否
す
る
た
め
に


